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修正年月日 修正頁 修正内容

2024/3/26 全編 全体的な見直し

2024/9/10 P5

P21

振込情報の登録(予備)の追加にともない
「1.事前準備」の内容を追記
確認事項表示機能の追加
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はじめに

本マニュアルでは、全銀協フォーマットの操作についてご案内します。

「全銀協フォーマット」は、「全銀協規定フォーマット」の略称です。

全国銀行協会連合会が定めたフォーマット形式で、給与・賞与の振り込み

を依頼するためのデータを作成するシステムです。

このシステムを利用すると、振込手数料が軽減するメリットがあります。

また、「ファームバンキング」やパソコンの伝送システムのソフトを使っ

てデータを伝送することができます。

ファームバンキングや伝送システムは、全国銀行協会が定めたフォーマッ

トで多くの銀行でご利用いただけますが、銀行によっては全銀協フォー

マットに対応していないこともあります。

詳しくは、取引先の金融機関にお問い合わせください。



💡　ポイント
　　給与と賞与で別の口座へ振り込む場合は、「振込情報の登録(予備)」に

　　入力します。振込先の設定方法については、8ページをご確認ください。

　　※定額振込用口座を、予備に登録している口座に設定することはできません。

　　給与と賞与で定額振込用口座を変更する場合は、「(定額振込用)」の口座情報を

　　必要に応じて書き換えてください。

1.　事前準備
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全銀協フォーマットでは、「個人情報」の「振込情報」タブ＞「振込情報の登録」に
登録した情報を参照してデータを作成します。給与(賞与)計算をする前にあらかじめ
個人情報に振込口座等の情報を入力しておきます。

目次へ戻る↑

1. 「個人情報」の「振込情報」タブを開きます。※シート入力からも登録は可能。

2. 「振込情報の登録」を入力します。登録方法はこちらをご参照ください。

※

1.1．個人情報の設定

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595267737


1.　事前準備

6 目次へ戻る↑

1. 「給与(賞与)処理」の「振込依頼書」をクリックします。
       ※下図は「給与処理」の場合の画像です。

2. 振込先の情報や金額を確認します。

1.2．振込依頼書の作成

全銀協フォーマットは「振込依頼書」のデータをもとに作成します。
給与(賞与)計算後、「振込依頼書」に進み、内容を確認します。

💡　ポイント

　　振込依頼書は、「給与(賞与)処理」＞「入力と計算」の計算結果を反映

　　します。振込依頼書の画面では、個人情報や計算結果を修正できません。

　　修正する場合は必要に応じて「個人情報」で修正後、再計算してください。



1.　事前準備
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1.3．振込依頼書の機能

❖ 部門部課別に全銀協フォーマットを作成する場合

定額振込の登録がある場合、「銀行振込依頼書」には同じ社員Noで振込先ごとに2段
に分かれて表示されます。データを区別するため、全銀協フォーマットを作成する
前に「振込依頼書」画面で一方を「No変更」します。
詳細な手順はこちらをご参照ください。
※上記リンク先は給与の説明をしていますが、賞与の場合も「No変更」の手順は同じです。

部門または部課のみの全銀協フォーマットを作成できます。
全銀協フォーマットを作成する前に、振込依頼書の画面で作成したいデータを表示
させてから全銀協フォーマットを作成します。詳細な手順はこちらをご参照ください。

❖ 定額振込用口座を使用する場合

「給与(賞与)振替依頼書」の機能の一部を全銀協フォーマット作成にも使用します。該

当機能について下記にてご案内します。必要に応じてご確認ください。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603103129-%E5%85%A8%E9%8A%80%E5%8D%94%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%A7%E7%B5%A6%E4%B8%8E%E6%8C%AF%E8%BE%BC%E5%85%88%E3%81%AE%E5%8F%A3%E5%BA%A7%E3%82%922%E3%81%8B%E6%89%80%E3%81%AB%E5%88%86%E3%81%91%E3%81%A6%E6%8C%AF%E3%82%8A%E8%BE%BC%E3%82%80%E6%96%B9%E6%B3%95
https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603199513-%E5%85%A8%E9%8A%80%E5%8D%94%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%BC%E3%83%9E%E3%83%83%E3%83%88%E3%81%A7%E9%83%A8%E9%96%80%E5%88%A5%E3%81%AB%E3%83%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%82%92%E4%BD%9C%E6%88%90%E3%81%99%E3%82%8B%E6%96%B9%E6%B3%95


1.　事前準備
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2. 「給与(賞与)処理」の「振込依頼書」＞「銀行別その他」をクリックします。
※下図は「給与処理」の場合の画像です。

1. 「個人情報」の「振込情報」タブ＞「振込情報の登録(予備)」に振込銀行、

支店名、口座番号を登録します。

給与と賞与で振込先が異なる場合は、5ページでご案内した「個人情報」の
「振込情報」タブ＞「振込情報の登録(予備)」にメイン口座以外の振込先を登録
することで、「振込依頼書」で予備の振込先へ変更登録が可能です。
※予備の振込先へ変更をおこなうと、次月以降は変更した振込情報が振込依頼書に読み込ま
れます。
※給与の設定と賞与の設定は、それぞれおこなう必要があります。

❖ 給与と賞与で振込先を別に設定する場合



1． 事前準備
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3. フォーム下部の「振込先の変更」をクリックします。

4. 個人情報の「振込情報の登録(予備)」に口座情報を登録している社員が表示
されます。
※フォーム下部に青文字で予備欄の登録情報が表示されます。

目次へ戻る↑



1． 事前準備
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5. 予備の口座に登録変更したい社員を選択し、「口座情報の変更」をクリック
します。※複数人まとめて選択はできません。

6. 表示されたメッセージは「はい」＞「OK」の順にクリックします。

目次へ戻る↑



💡　ポイント

　元の口座情報に戻す場合は対象者を選択し、

　『「登録済」の解除』をクリックします。

1． 事前準備
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7. 予備に登録されている口座情報へ変更され、登録済に「〇」が付きます。
対象者が複数人いる場合は、10ページの手順5から繰り返し操作します。

8. 登録変更した結果が反映されていることを「銀行振込依頼書」で確認します。

目次へ戻る↑



2.　全銀協フォーマットのマスタ設定
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2. 各事業所ファイルで、初めて「全銀協フォーマット」開いた際は、

下図のメッセージが表示されるので、「OK」で進みます。

目次へ戻る↑

2.1．「全銀協フォーマット｣の起動方法

1. 「給与(賞与)処理」の「振込依頼書」＞「全銀協フォーマット」の順に
クリックします。

　　　

💡　ポイント

　　全銀協フォーマットの作成は、

　　下記の順に登録が必要です。

　　①マスタ情報「振込人」の登録

　　②マスタ情報「振込先」の登録

　　③「振込データ」の登録

　　　

　　①②のマスタ情報を登録する前に「振込データ」に進むと

　　「要確認データ」とエラーが表示されます。

　　マスタ登録をした上で、③「振込データ」の登録へお進みください。

　　※2回目以降の作成は、マスタ情報に変更がなれば「振込データ」から操作します。



2.　全銀協フォーマットのマスタ設定
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2.2．「振込人」の登録

1. マスタ情報の「振込人」をクリックします。
　　　

💡　ポイント

　　※振込人(振込元)銀行が2つある場合、メインとサブの口座情報を登録

　　できます。詳しくはこちらをご確認ください。

　　・「振込手数料」はデータには使用されません。振込データを印刷した際

　　　の「手数料」欄に表示されます。振込データの印刷については27ページを

　　　ご確認ください。

　　・「オプション」はヘッダーレコード、データレコードを銀行から指示が

　　　あった場合に変更します。

振込元の銀行登録をします。
　　　

※

目次へ戻る↑

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595095705


2.　全銀協フォーマットのマスタ設定　

14

項目名 説明

依頼人(ｶﾅ) 振り込みを依頼する人の名前を半角カナで入力します。

委託者コード 金融機関からの指定コード(10桁)を入力します。

銀行コード 資金を決済する銀行のコード(4桁まで)を入力します。

銀行名(ｶﾅ) 資金を決済する銀行の名称を半角カナで入力します。例:ﾁﾕｳﾌﾞ

支店コード 資金を決済する支店のコード(3桁まで)を入力します。

支店名(ｶﾅ) 資金を決済する支店の名称を半角カナで入力します。
※「コード検索(16ページ)」からデータを適用することができます。

預金種別 資金を決済する口座の種別(普通･当座)を選択します。

口座番号 資金を決済する口座の番号(7桁まで)を入力します。

ファイル名 全銀協フォーマットのファイル名を登録します。空欄の場合、ファイル名は
「DATA」で作成されます。拡張子がある場合は拡張子まで登録します。
拡張子が「csv」形式のファイルは作成することができません。
ファイル名の登録についてはこちらをご確認ください。

目次へ戻る↑

2. 給与の支払元口座の情報を登録します。各項目の詳細は下部表をご確認ください。
　　　

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603143321


2.　全銀協フォーマットのマスタ設定　

15 目次へ戻る↑

3. 金融機関コードと支店コード両方を選択し「登録」をクリックすると
「振込人」情報に反映します。

※金融機関のコード検索方法については「金融機関のコード検索(16ページ)」 
をご参照ください。



2.　全銀協フォーマットのマスタ設定　
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❖ 金融機関のコード検索

　決済銀行の銀行、支店コードや正式な名称が不明な場合は検索ができます。

1. 「コード検索」をクリックします。

2. 金融機関名を入力して「←検索」をクリックします。
※カナでも漢字等でも検索できます。「○○銀行」の「銀行」は省略して入力します。

3. 左のリストから金融機関名称を選択したうえで、支店名称を入力し、
「←検索」をクリックします。※カナでも漢字等でも検索できます。

支店名称が不明な場合は「すべて表示」で全支店が表示されます。

目次へ戻る↑



2.　全銀協フォーマットのマスタ設定

17 目次へ戻る↑

● 使用できる文字
すべて半角文字のみ使用できます。
アルファベットの小文字や小書きのカナは使うことができません。　
例：ﾁｭｳﾌﾞ×　ﾁﾕｳﾌﾞ○　　ｼｮｳｼﾞ×　ｼﾖｳｼﾞ○
氏と名の間には半角スペースの入力が必要です。

● 銀行コードと支店番号
全銀協が統一金融機関番号・統一店番号として制定している番号を

　　　使用してください。

● 銀行名称
カナ文字による通信上の名称(為替名称)を下記の要領で登録してください。
「ｷﾞﾝｺｳ」「ｼﾃﾝ」は省略します。
例: 静岡銀行 → ｼｽﾞｵｶ　　　　ｼｽﾞｵｶｼﾃﾝ → ｼｽﾞｵｶ
銀行名、銀行コード、支店名、支店コードが｢コード検索」にない場合や
不明な場合は金融機関にお問い合わせください。

● 法人名称
法人の名称を登録をする場合は、銀行の指定に則って省略してください。
例:株式会社　セルズ　→　ｶ)ｾﾙｽﾞ

❖ 各種データの登録の注意事項



振込先データは「個人情報」のデータと、データ形式が異なるため連動していません。
登録は、振込先のフォーム、もしくは「シート入力」からおこないます。

2.　全銀協フォーマットのマスタ設定　
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項目名 説明

振込先名(ｶﾅ) 振込先の名称を半角カナで入力します。(30文字以内)

顧客コード 個人情報で登録されている「社員No」を登録します。定額振込用口座を登録している場合は、
変更した社員Noを顧客コードに登録する必要があります。詳しくはこちらをご確認ください。

銀行コード 振込先の銀行コード(4桁まで)を入力します。

銀行名(ｶﾅ) 振込先の銀行名称を半角カナで入力します。例:ﾁﾕｳﾌﾞ

支店コード 振込先支店のコード(3桁まで)を入力します。

支店名(ｶﾅ) 振込先支店の名称を半角カナで入力します。
※「コード検索(16ページ)」からデータを適用することができます。

預金種別 振込先の預金種別(当座･普通･貯蓄)を選択します。

口座番号 振込先の口座番号(7桁まで)を入力します。

2.3．「振込先」の登録

目次へ戻る↑

個人情報に登録されている振込データ(※)を選択すると上段に表示されるので、
参考にしながら、下部表と入力形式に沿って1件ずつ「登録」します。
入力形式は、「各種データの登録(17ページ)」をご確認ください。

どちらの方法で登録する場合も、マスタ情報の「振込先」をクリックし、
フォームを開きます。

➢ フォーム上で登録する場合

※

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603103129


2.　全銀協フォーマットのマスタ設定　

19 目次へ戻る↑

「振込先」をクリックし「シート入力」を開きます。
個人情報に登録されている振込データ(※)を参考にしながら、18ページの表と
入力形式に沿って「登録」します。
入力形式は、各種データの登録(17ページ)をご確認ください。

➢ 「シート入力」で登録する場合

※



💡　ポイント

　　個人情報から社員Noの変更をした場合、個人情報は変更されますが、
　　全銀協フォーマットの社員Noは変更されません。
　　個人情報で社員Noの変更をおこなった際は、全銀協フォーマット上でも
　　変更をする必要があります。詳しくはこちらをご参照ください。

2.　全銀協フォーマットのマスタ設定　

20 目次へ戻る↑

❖ 「振込先」マスタで不要なデータを削除する方法

1. 「退職者と削除、Noチェック」をクリックします。

2. 削除したいデータを選択し「実行」をクリックします。
振込先マスタの登録から削除されます。

「個人情報」で退職処理(退職年月日を入力)や個人データの削除をしても振込先
データには反映されません。そのため、振込先マスタに登録されている不要なデー
タは、このフォームから削除する必要があります。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406603176601


💡　ポイント

　　「振込データ」の読み込みは、顧客コードと口座番号の一致するデータが

　　読み込まれます。エラーがある場合は、「振込データを読み込みましたが、

　　要確認データが〇件あります。」と表示されます。振込人、振込先の追加･

　　変更がある場合は、先にマスタ情報の設定をおこなってから振込データの

　　確認をしてください。

　　※エラーの修正方法は「3.2．振込データの変更(22ページ)」をご参照ください。

3.　振込データ
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1. 「振込データ」をクリックします。

3.1．振込データの読込

目次へ戻る↑

2. 「読込」をクリックします。

「振込データ」をクリックすることで、「1.2．振込依頼書の作成(6ページ)」にて
作成した振込依頼書のデータを読み込みます。

3. メッセージは順に「OK」で進みます。



3.　振込データ
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エラーがある場合、フォーム上段に「確認」、フォーム下段には「確認事項」が
青文字で表示されます。メッセージを確認し、下部表を参考に修正します。
※振込データを作成後、「振込先」を変更した場合は、再度「振込データ」を読み込みま
す。「振込データ」の読込は21ページをご確認ください。

3.2．振込データの変更

目次へ戻る↑

確認事項のメッセージ 修正箇所

XXXさんの口座情報が複数マスタに登
録されているため、設定できませ
ん。「データ選択」ボタンから口座
情報を選択してください。

「振込データ」の顧客コードと一致するデータがマスタ情報の
「振込先」に複数存在し、振込依頼書(個人情報の振込情報タブ)
の口座番号が空欄です。
※確認事項に「データ選択」が表示されます。振込データに設定
するデータを選択します。

XXXさんの口座番号が振込依頼書と異
なります。確認してください。

「振込データ」の口座番号と「振込先」マスタの口座番号が相違
しています。マスタ情報の「振込先」を確認して修正します。

XXXさんの振込依頼書に対応する口座
情報が登録済のマスタに見つかりま
せん。

「振込データ」の顧客コードと一致するデータがマスタ情報の
「振込先」に複数存在し、口座番号(空欄ではない)が相違してい
ます。マスタ情報の「振込先」を確認して修正します。
振込依頼書が相違している場合は、「個人情報」＞「振込情報」
タブの修正後、「入力と計算」で再計算します。

XXXさんの口座情報がマスタに登録さ
れていません。マスタ情報の「振込
先」から登録してください。

「振込データ」の顧客コードとマスタ情報の「振込先」に登録し
てある顧客コードが相違、または、「振込先」に登録がありませ
ん。マスタ情報の「振込先」を確認して修正または登録します。

XXXさんの振込情報を登録しました
が、マスタに同一の口座番号
(XXXXXXX)が存在します。正しい口座
情報が登録されているか「データ確
認」ボタンから確認してください。

「振込データ」の顧客コードと一致するデータがマスタ情報の
「振込先」に複数存在し、同一の口座番号も複数存在していま
す。
※確認事項に「データ確認」が表示されます。振込データに設定
するデータを選択します。
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3.3．振込データの削除

今回のみ削除したいデータがある場合、対象データを削除できます。
※「振込先」からは削除されません。

1. 削除したい従業員を選択し、「削除」をクリックします。

2. 表示されるメッセージは順に「OK」をクリックします。
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3.4．振込データの新規登録(「振込データ」で新規登録をする場合)

1. 「3.1．振込データの読込(21ページ)」の手順で振込データを読み込みます。

「振込データ」＞「読込」で読み込む給与(賞与)データはないが、全銀協フォーマット
に含めて作成したい場合は、直接振込金額を入力して登録できます。
※あらかじめ「振込先」にて対象の従業員の登録が必要です。

例：アルバイト等の従業員で『Cells給与』では計算していないが他の従業員と一緒に
全銀協フォーマットの手続きをしたい場合

2. 「新規登録」をクリックします。
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3. マスターの「振込先」データが表示されます。振込データを新規登録したい従
業員を選択し、「振込金額」を入力して「登録」をクリックします。

　　　　

4. メッセージは「はい」をクリックします。

　　　　

　　　　

5. 別の従業員の登録処理を続ける場合は「はい」、終了する場合は「いいえ」を
クリックします。
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1. 「現在データ」をクリックします。

3.5．現在データの確認

2. 現在の読み込み中のデータが表示されます。
　　　作成したい全銀協フォーマットと異なるデータが読み込まれている場合は、

　　　「読込」から振込依頼書データを読み込んでください。
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1. 「印刷」＞「OK」の順にクリックします。
　　　

2. 「全銀協振込データ」が印刷されます。

目次へ戻る↑

3.6. 振込データの印刷

「振込データ」で作成した振込先データ、振込人データを印刷します。
データ内容の確認資料としてお使いください。
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1. 「作成」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 「参照」をクリックし、全銀協フォーマットを保存するフォルダを選択して
「OK」をクリックします。
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3. 「作成」をクリックします。
「ファイル名」には14ページで設定した名称が表示されます。
こちらで直接入力しても差し支えありません。
※種別コードは、給与振込は「11」・賞与振込は「12」としています。
　総合振込に種別を切り替えたい場合は「種別の変更」より変更します。
　詳細はこちらをご確認ください。

💡　ポイント

　　作成した全銀協フォーマットを顧問先へ渡す場合は、CDやUSB等に入れて

　　お渡しください。メール添付される場合はZipファイルに圧縮し、

　　パスワードを設けることをおすすめします。

　　また、作成されたファイルは拡張子がありません。

　　確認のためにメモ帳等でファイルを開くと、破損する恐れがありますので

　　直接開かないでください。

目次へ戻る↑

4. 表示されたメッセージは順に「OK」をクリックします。

https://kyuyo-support.cells.co.jp/hc/ja/articles/4406595185561
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1. 「終了」をクリックします。

目次へ戻る↑

2. 作成したデータを保存して終了する場合は「はい」をクリックします。
保存せずに終了する場合は「いいえ」をクリックします。
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